
・ H27→H28：高度急性期+101、急性期▲237、回復期＋126、慢性期▲45
・ H28病床機能報告の病床数14,884床は平成37年における必要病床数11,827床から、3,057床多
く、休棟中等と報告なしの合計992床を差し引いてもなお多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした2,804人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（県全体）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所有床診療所

急性期

回復期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

12.4% 52.1% 11.6% 23.9%

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

10.7% 44.7% 20.5% 24.1%

急性期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

9.8% 34.4% 35.8% 20.0%

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

11,827

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

（単位：床）

H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度急性期

介護療養病床

うち、
「休棟中等」、
「報告なし」

(341)

休棟中等
高度急性期

在宅医療等
2,804人/(日)

本調査
対象外

合計13,972床

11,302

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病床稼
働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%

合計14,884床 合計11,827床

13,892

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （県全体）

資料 ９－２

平成29年10月27日
医療審議会



・ H27→H28 急性期▲50床、回復期▲7床、慢性期▲33床
・ 津軽地域のH28病床機能報告の病床数4,241床は平成37年における必要病床数3,139床から
1,102床多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした710人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（津軽地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所有床診療所

急性期

回復期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

18.2% 52.1% 10.9% 18.7%

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

8.5% 47.7% 25.7% 18.1%

急性期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

10.1% 35.4% 39.6% 14.9%

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

3,953
3,139

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

（単位：床）

H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度急性期

介護療養病床
うち、
「休棟中等」、
「報告なし」

(142)

休棟中等

高度急性期

在宅医療等
710人/(日)

本調査
対象外

合計3,981床

3,141

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病床稼
働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%合計4,241床

合計3,139床

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （津軽地域）



・ H27→H28 高度急性期＋8、急性期＋47床、回復期＋36床、慢性期▲13床
・ 八戸地域のH28病床機能報告の病床数3,584床は平成37年における必要病床数3,231床から
353床多く、休棟中等と報告なしの合計302床を差し引いてもなお多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした514人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（八戸地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所
有床診療所

急性期

回復期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

3.2 60.0 13.5 23.4

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

10.4 45.5 19.3 24.7

（％）

急性期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

10.0 34.7 33.5 21.8

（％） （％）

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

3,282 3,231

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

（単位：床）
H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度急性期

介護療養病床

うち、
「休棟中等」、
「報告なし」

（55）

休棟中等
高度急性期

在宅医療等
5１4人/(日)

本調査
対象外

合計3,260床

2,839

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病床稼
働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%合計3,584床

合計3,231床

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （八戸地域）



・ H27→H28 急性期▲45床、回復期▲9床、慢性期▲6床
・ 青森地域はH28病床機能報告の病床数3,784床は平成37年における必要病床数3,024床から
760床多く、休棟中等と報告なしの合計229床を差し引いてもなお多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした598人/日分の在宅医療の整備が必要

病床機能報告の結果（青森地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所有床診療所

急性期

回復期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

23.4% 36.5% 15.0% 25.1%

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

14.7% 48.3% 14.1% 22.8%

急性期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

11.2% 29.8% 37.3% 21.8%

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

3,024

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

（単位：床）
H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度急性期

介護療養病床

うち、
「休棟中等」、
「報告なし」

（83）

休棟中等

高度急性期

在宅医療等
598人/(日)

本調査
対象外

合計3,760床

3,148

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病床稼
働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%

合計3,784床
合計3,024床

3,555

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （青森地域）



・ H27→H28 急性期▲18床、回復期＋60床、慢性期▲58床
・ H28病床機能報告の病床数1,287床は平成37年における必要病床数804床から483床多く、休棟
中等の126床を差し引いてもなお多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした592人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（西北五地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所有床診療所

急性期

回復期

慢性期

急性期

慢性期

高度急性期

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満
1,161

804

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

単位：（床）

H29.2診療分の入院患者
に関する調査

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

0 45.9 9.1 45.0

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

6.0 30.6 22.2 41.3

（％）
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

5.3 33.6 30.6 30.5

（％） （％）

介護療養病床

休棟中等

うち
「休棟中等」、
「報告なし」

（24）

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病
床稼働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%

669

在宅医療等
592人/(日)

合計1,287床
合計1,142床

合計804床

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （西北五地域）

本調査
対象外



・ H27→H28 高度急性期＋93、急性期▲171床、回復期＋46床、慢性期＋65床
・ 上十三地域のH28病床機能報告の病床数1,364床は平成37年における必要病床数1,176床から
188床多
く、休棟中等と報告なしの合計47床を差し引いてもなお多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした222人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（上十三地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所有床診療所

急性期

回復期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

8.1% 67.2% 7.1% 17.6%

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

8.7% 32.8% 24.1% 34.4%

急性期

慢性期

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

8.2% 43.0% 31.5% 17.3%

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

1,317 1,176

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ ①病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。
②稼働していない病床についての検討が必要である。

（単位：床）
H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度急性期

うち、
「休棟中等」、
「報告なし」

（37）

休棟中等 高度急性期

在宅医療等
222人/(日)

本調査
対象外

合計1,221床

1,017

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病床稼
働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%

合計1,364床 合計1,176床

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （上十三地域）



・ 下北地域のH28病床機能報告の病床数624床は平成37年における必要病床数453床から171床
多い。
・ 慢性期のうち在宅医療で対応可能とした167人/日分の在宅医療の整備が必要。

病床機能報告の結果（下北地域）
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H28病床機能報告 （今回の調査結果） H37必要病床数

回復期

3,000点以上

有床診療所
有床診療所

急性期

慢性期

急性期

慢性期

高度急性期

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点未満

624
453

【考察】
● 入院患者の状況を踏まえた医療機能ごとの病床数は、病床機能報告よりも
H37の必要病床数に近い。
⇒ 病床機能報告を入院患者の実態に近づけるための検討が必要である。

単位：（床）
H29.2診療分の入院患者に関する調査

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

1.1 76.8 0 22.1

3,000点
以上

600点以上
3,000点未満

175点以上
600点未満

175点
未満

9.8 41.2 25.6 23.4

（％）
高度
急性期

急性期 回復期 慢性期

8.6 35.8 37.1 18.6

（％） （％）

介護療養病床

高度急性期

P2調査票の1日当たりの平均患者数を以下の病
床稼働率を用いて、病床数に換算したもの。
（病床稼働率）

・ 3,000点以上（高度急性期相当）：75%
・ 600点以上3,000点未満（急性期相当）：78%
・ 175点以上600点未満（回復期相当）：90%
・ 175点未満（慢性期相当）：92%

488

本調査
対象外

在宅医療等
167/(日)

合計624床
合計608床

合計453床

特定の一月における入院患者に関する調査結果 （下北地域）


